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第２次徳島東部地域定住自立圏共生ビジョンの取組状況（令和元年度） 

 

１ 取組状況について 

  全２０項目の事業について、令和元年度の取組実績（見込）をもとに、各事業におけ

る成果指標の目標値（令和 2 年度）に対する進捗状況を評価した。 

 

２ 「成果指標」の進捗評価結果（概要） 

政策分野 
取組 

事業数 

進捗評価 

Ａ：順調 Ｂ：概ね順調 Ｃ：要改善 

１ 生活機能の強化に係る政策分野 １１ ２ ８ １ 

医療 １ ０ ０ １ 

福祉 １ ０ １ ０ 

教育 １ １ ０ ０ 

産業振興 ６ １ ５ ０ 

環境衛生 １ ０ １ ０ 

その他 １ ０ １ ０ 

２ 結びつきやネットワークの強化に 
係る政策分野 ５ ４ １ ０ 

道路等の交通インフラの整備 １ １ ０ ０ 

地域内外の住民との交流・移住促進 ３ ２ １ ０ 

その他 １ １ ０ ０ 

３ 圏域マネジメント能力の強化に係る
政策分野 ４ １ ２ １ 

宣言中心市等における人材の育成 １ １ ０ ０ 

宣言中心市等における外部からの行政
及び民間人材の確保 １ ０ ０ １ 

その他 ２ ０ ２ ０ 

合計 
２０ 

 

７ 

（35％） 

１１ 

（55％） 

２ 

（10％） 

※（ ％ ）は、全体のうち、Ａ、Ｂ、Ｃと評価された事業の割合 
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３ 連携する具体的な取組事業の実績について 

 
 ⑴ 生活機能の強化に係る政策分野 

 

■ 医療 

  ① 地域医療の連携（１市２町） 

事 業 名 徳島市民病院との連携強化事業 

連携市町村 徳島市・勝浦町・上勝町 

取 組 内 容 
徳島市民病院を核とした圏域内の自治体病院との医療連携の構築を図るととも

に、地域医療向上のため、地域の医療従事者に対する教育と研修に努める。 

成 果 指 標 

連携施設から徳島市民病院への紹介患者数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 12 人 目標値(令和 2 年度) 15 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

3 人 ３人 ３人 3 人  

進 捗 状 況 
合同研修会開催等により、連携３施設の連携強化に努めたが、連携施設

から徳島市民病院への紹介患者数の増加にはつながらなかった。 

進捗評価 

Ｃ 

今後の方向性 
連携施設に対し、急性期病院としての徳島市民病院の取り組みをさらにアピール

していく。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○紹介患者に対する医療の提供 

・徳島市民病院において連携施設から紹介を受けた患者を治療した。 

[患者数] ３人（勝浦病院１人、上勝診療所２人） 

 

○医療従事者への研修の実施 

・連携３施設（徳島市民病院、勝浦病院及び上勝診療所）による合同研修会を実施。（令和

2 年 2 月２０日開催予定）徳島市民病院の医療従事者を連携施設に講師として派遣し、

講演会や症例検討会を行う。 
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■ 福祉 

② 子育て環境の充実（２市８町１村） 

事 業 名 病児保育事業 

連携市町村 
徳島市・小松島市・勝浦町・佐那河内村・石井町・神山町・松茂町・北島町・藍

住町・板野町・上板町 

取 組 内 容 

圏域内住民に対する子育て支援の充実を図るため、連携市町村が実施する病児保

育事業について、病児・病後児（概ね１０歳未満の急性期を経過した病中病後の

児童）の広域利用を可能にする。 

成 果 指 標 

病児保育利用延べ人数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 5,933 人 目標値(令和 2 年度) 9,500 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

7,283 人 8,475 人 7,586 人 8,600 人  

進 捗 状 況 概ね圏域内での事業の浸透が図られている。 
進捗評価 

B 

今後の方向性 引き続き圏域内での広報活動を促進し、利用者の増加を図る。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○病児保育事業の広域利用を、徳島市、小松島市、勝浦町、佐那河内村、石井町、神山町、松

茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町の１１市町村で実施した。 

◎広域利用可能施設 

・藤岡クリニック（徳島市） 

・田山チャイルドクリニック（徳島市）  

・愛育小児科（徳島市） 

・えもとこどもクリニック（徳島市）  

・ひなたクリニック（徳島市）  

・末広ひなたクリニック（徳島市）  

・徳島赤十字乳児院（小松島市）  

・伊勢内科小児科（石井町）  

    ・富本小児科内科（藍住町） 

    ・北島こどもクリニック（北島町） 

 

○広報用リーフレットを 2２,000 部作成し、市立・私立保育所及び委託医療機関等で配布し

た。 

 

○広報紙や各市町村ホームページ等の広報媒体を活用し、引き続き広域化を周知した。 
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■ 教育 

③ 公共施設の広域利用（１市２町） 

事 業 名 圏域内図書館相互利用事業 

連携市町村 徳島市・石井町・北島町 

取 組 内 容 
連携市町村の個人利用に限定した「利用者カード」を発行し、連携市町村立図書

館の相互利用を実施する。 

成 果 指 標 

相互利用登録者数（累計） 

当初値(平成 27 年度) 2,073 人 目標値(令和 2 年度) 3,400 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

2,357 人 2,594 人 2,842 人 3,110 人  

進 捗 状 況 目標値に向けて順調に実績を残すことができている。 
進捗評価 

Ａ 

今後の方向性 取り組みを着実に続けていくことにより、安定した実績を残していく。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○徳島市立図書館及び北島町立図書館の相互利用を実施した。 

 

○図書館相互利用状況・居住地別新規登録者数（11 月末現在） 

 
 

新規登録者 

（人） 

居住地別 
 

 
徳島市民 北島町民 石井町民 

 

 
徳島市立図書館 86 ─ 41 45 

 

 
北島町立図書館 94 89 ─ 5 

 

 合 計 180 89 41 50  
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■ 産業振興 

④ 圏域内の観光資源を生かした観光開発、観光誘致（全市町村） 

事 業 名 観光開発・観光誘致事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 

圏域市町村が有する自然や歴史・文化など、さまざまな観光資源を発掘して魅力

向上を図ることで圏域での観光エリアを形成し、宿泊、地元食材を生かしたグル

メなどの体験観光による長期滞在型観光を実施するとともに、観光資源やイベン

ト等の情報発信・ＰＲを一体的に行い、関連産業の拡大や観光消費の活性化を図

り、圏域内外での交流人口を拡大する。 

成 果 指 標 

連携市町村観光客入り込み数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 6,833 千人 目標値(令和 2 年度) 7,000 千人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

6,666 千人 6,443 千人 6,079 千人 6,100 千人       

進 捗 状 況 

圏域市町村を含む「徳島東部地域 DMO」の取り組みや、観光案内ステー

ションによる広域観光の一体的な PR 活動などが、少しずつ効果につな

がっている。 

進捗評価 

B 

今後の方向性 

圏域の認知度向上に向けた情報発信の強化や観光ガイドの人材育成など、ＤＭＯ

を中心とした広域的な観光地域づくりを推進し、観光消費額の増加及び観光客満

足度の向上を図る。また、引き続き、圏域の市町村が一体的かつ効果的な PR 活

動を行い、市町村間の交流人口の拡大及び観光誘客促進に努める。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○徳島東部地域 DMO を中心とした観光地域づくりの推進 

・マーケティングリサーチ事業：観光アンケートの実施 

・情報発信及びプロモーション事業：WEB プロモーション、インバウンド向け観光情報発信、 

募集型企画旅行支援 

・観光セールス事業 

5 月 22～23 日、8 月 21～22 日（東京）、8 月 29 日（大阪）：「オール徳島」観光商談会 

6 月 11～13 日：ビジット・ジャパン台湾訪日教育旅行促進事業（台湾） 

6 月 18～19 日：ＶＩＳＩＴＪＡＰＡＮＴravelMart2019（徳島） 

6 月 19～20 日：ＪＡＬと連携した札幌エージェントセールス活動（札幌） 

6 月 20～21 日：全国新聞旅行協議会（広島） 

9 月 2 日：３旅連合同ＰＲ徳島キャラバン（大阪） 

9 月 3～7 日：台湾３都市におけるセミナー・個別相談会（台湾） 

9 月 4～6 日：福岡市内の旅行会社セールス活動（福岡） 

9 月 25～26 日：２０１９四国観光商談会＆東京セールス（東京） 

10 月 10～11 日：静岡～東京旅行会社セールス（東京・静岡） 

（次のページにつづく） 
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【令和元年度の取組実績（見込）】（つづき） 

10 月 28～31 日：ＪＡＰＡＮＥＸＰＯＴＨＡＩＬＡＮＤ２０１９（タイ） 

11 月 14～15 日：徳島インバウンド業務商談会（香港・深圳） 

11 月 19～20 日：２０１９四国観光情報交換会（福岡） 

11 月 26 日：インバウンド商談会２０１９ｉｎ高知（高知） 

11 月 27～29 日：名古屋地区セールスコール（名古屋） 

12 月 9 日：ＪａｐａｎＲｏａｄｓｈｏｗ２０１９シドニー（オーストラリア） 

12 月 12～13 日：全国新聞旅行協議会（徳島） 

12 月 11～14 日：香港セールスコール（香港） 

・観光地域づくり事業 

◇4 月 26 日、8 月 28 日、12 月 25 日：「イーストとくしま誘客ラボ」開催 

◇観光コンテンツの造成支援 

・特産品ＰＲ・販売促進事業 

◇圏域の特産品を紹介するＷＥＢサイトを構築 

◇県内外イベントでのＰＲ及び販売促進 

8 月 12 日：徳島阿波おどり空港 

8 月 14 日：徳島駅前 

9 月 15～16 日：アオアヲナルトリゾート 

9 月 29 日：徳島マルシェ 

10 月 8 日：あいさい広場 

11 月 2～4 日：アスティとくしま（秋の阿波おどり） 

11 月 16～17 日：徳島・香川トモニ市場 

12 月 27～令和２年 1 月 8 日：遠近（をちこち） 

 

○広域観光の一体的な PR 活動 

・広域観光案内ステーション事業 

◇徳島駅前の拠点施設において、連携市町村の観光・宿泊案内を行うとともに積極的な情

報発信を行った。 

 

○はなはるフェスタ開催費補助 

・徳島市内の藍場浜公園と新町川公園一帯を会場に、4 月２０～２１日の２日間、阿波おど 

り、食、伝統文化等をテーマに開催された「はなはるフェスタ 201９」の事業費補助を 

通じて、市町村間の交流人口の拡大及び観光客誘致促進を図った。 

[来場者数] ２１万人（2 日間） 

 

 ○とくしま動物園リニューアル事業 

  ・動物園の魅力向上のため、ミーアキャット舎の増設、ライオン舎寝室の増設、フラミンゴ

舎の新設を含むサバンナエリアⅠ期工事が完成した。 

  ・「徳島東部地域定住自立圏無料招待券」を圏域内の各自治体の成人式で新成人に配布（約

4,000 枚）し、圏域住民の来園を促した。 

 

 ○このほか、圏域の各市町村の、観光拠点の運営やにぎわい創出のためのイベント等を実施し、

ＰＲすることで、圏域一帯としての魅力向上を図った。 
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⑤ 地域特産品を生かしたブランド化及び地産地消の推進（全市町村） 

事 業 名 特産品ブランド化・地産地消推進事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 

農林水産物加工品等の圏域外に向けた販売やＰＲを推進するとともに、「とくしま

ＩＰＰＩＮ店」認定店の圏域内拡大、圏域内の関係団体との交流などについて、

圏域全体で連携して取り組む。 

成 果 指 標 

とくしまＩＰＰＩＮ店認定数（累計） 

当初値(平成 27 年度) 202 店 目標値(令和 2 年度) 2１５店 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

204 店 209 店  211 店  211 店       

進 捗 状 況 

とくしまＩＰＰＩＮ店を希望する店舗からの問い合わせは数件あった

が、今年度の認定には至らなかった。今後は認定のメリットを拡大する

ための取り組みが必要と考えられる。 

進捗評価 

B            

今後の方向性 
とくしまＩＰＰＩＮ店のメリットの拡大を図り、さらなる認定数の増加に努める

とともに、各種広報媒体による PR 活動を積極的に行い、地産地消の推進を図る。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○農産物魅力発信事業 

・圏域の特産品（農産物、水産物、食品加工品、木工品等）を紹介するＷＥＢサイトを構

築するなど、インターネットを活用した特産品の情報発信に努めたほか、とくしまマル

シェやあいさい広場、徳島・香川トモニ市場（東京都有楽町）など、県内外のイベント

においてＰＲ及び販売活動を行った。  

 

○地産地消推進事業 

・連携市町村において「とくしまＩＰＰＩＮ店」認定の募集・拡大を継続するとともに、

各種広報媒体による PR 活動を積極的に行うことで、地産地消の推進を図った。 

・「とくしま IPPIN 店」において、地元産食材を使用した料理・加工品等を消費者に直接味

わってもらうことで、消費拡大につなげた。 

 

○また、圏域の各市町村が、農水産物のブランド力向上のための取り組みを行ったほか、販売

促進のための取り組みを実施し、圏域内での地産地消を推進した。 
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⑥ 地域資源や企業等の技術を活用した産業の育成（２市５町） 

事 業 名 コミュニティビジネス起業支援事業 

連携市町村 徳島市・小松島市・石井町・松茂町・北島町・藍住町・板野町 

取 組 内 容 

地域産業の活性化を図るため、コミュニティビジネスの普及啓発、コミュニティ

ビジネスに対する起業支援や経営支援等の検討、圏域内連携による起業情報提供

（ホームページ等）を行う。 

成 果 指 標 

コミュニティビジネスセミナー参加者数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 68 人 目標値(令和 2 年度) 80 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

69 人 57 人 76 人 52 人  

進 捗 状 況 
セミナーのＰＲなど、広報活動は積極的に行ったが、申込者の減少と講

座への出席率が悪化したため、参加者数が減少した。 

進捗評価 

Ｂ 

今後の方向性 

広報活動をより一層充実させることで参加者数の増加を図り、6 市町と連携して

コミュニティビジネスで起業・創業する人の知識習得や人的交流などの支援を行

いたい。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○コミュニティビジネスの立ち上げや、起業、独立を目指している人を対象にしたコミュニ

ティビジネス創業セミナーを開催した。 

また、セミナー終了後にも起業に関する相談等創業支援事業者間の連携体制を周知した。 

 

【セミナーの内容】 

第１回 令和元年 9 月 6 日：思いの種を見つけよう！ 

第２回 令和元年 9 月 13 日：思いの種をまこう！ 

第３回 令和元年 9 月 20 日：思いの種を芽吹かせよう！ 

第４回 令和元年 9 月 27 日：思いに花を咲かせよう！ 
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⑦ 圏域内への企業誘致の推進（２市４町） 

事 業 名 企業誘致活動推進事業 

連携市町村 徳島市・小松島市・石井町・松茂町・北島町・板野町 

取 組 内 容 

効果的な企業誘致活動ができるよう、徳島県や地元企業とのネットワークを新た

に構築し、活用するとともに、新たに立地を求める企業が情報収集し易い環境整

備を図るため、企業目線で連携市町のホームページを整備し、利便性・満足度の

向上を図る。 

成 果 指 標 

誘致した企業数（累計） 

当初値(平成 27 年度) 26 社 目標値(令和 2 年度) 56 社 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

30 社 33 社 46 社 50 社  

進 捗 状 況 
誘致に必要な空き用地がないため、工場等の建設は難しく、貸しオフィ

スを活用した情報通信関連事業（コールセンター）等の誘致に努めた。 

進捗評価 

Ｂ 

今後の方向性 
企業は積極的な採用を予定しているものの、人材確保に苦慮しているため、就職

マッチング等人材確保支援に取り組み、誘致した企業の撤退防止に努める。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○各自治体の企業誘致ホームページの相互リンク 

  ・各市町の企業誘致ホームページを相互リンクすることで、立地候補地の情報収集を行う企

業に対し、各市町単独だけではなく圏域としてもアピールを行い、より効果的な企業誘致

活動につなげた。 

 

○企業誘致の促進 

 ・情報通信関連事業所（コールセンター）等、雇用創出効果の高い企業を誘致し、近隣市 

町村を含めた雇用拡大を図った。 
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⑧ 中心市街地の都市機能の充実（全市町村） 

事 業 名 中心市街地都市機能整備事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 

中心市街地のにぎわいや回遊性等を高めるため、徳島市の成長戦略の柱である「地

域産業の拡大」「都市中心部の魅力の向上」「定住人口の維持拡大」に関連するさ

まざまな事業を実施し、観光・産業の振興を主とした都市機能の強化を図ること

で、人々がいつも訪れ、居住者が増え、新たな雇用を生み出していく中心市街地

づくりを推進する。 

成 果 指 標 

徳島ひょうたん島水都祭来場者数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 3 万人 目標値(令和 2 年度) ５万人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

4 万人 １万５千人 4 万人 2 万８千人       

進 捗 状 況 
天候不順により、来場者数が伸びなかったものの、コンテンツの充実が

図られるなど、事業自体は順調に取り組めている。 

進捗評価 

Ｂ 

今後の方向性 

水辺空間を生かしたコンテンツをさらに充実させることで、「水都・徳島」のイメー

ジアップを図り、市民の愛着や誇りの向上と県外からの注目度を高め、来場者を

増やす。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○「徳島ひょうたん島水都祭２０１９」の開催（７月１２日～１４日） 

・水都・徳島の魅力を全国に発信するため、徳島市中心部にある「ひょうたん島」周辺を

舞台に「川いいね！とくしま。」をブランドメッセージとして水とともに発展した徳島市

の魅力を体感できる様々なプログラムを実施した。 

○ひょうたん島川の駅ネットワーク推進事業 

・「船を移動手段とすることで人の流れを生み出し、にぎわいに繋げること」の実現に向け、

ひょうたん島川の駅連絡会委員や徳島大学生等と共に、有効施策について検討した。 

○鉄道高架関係事業（徳島駅周辺まちづくり計画の深度化） 

・鉄道高架と一体的に取り組む徳島駅周辺まちづくりの早期実現に向けて、新町橋通りや 

その周辺における人の移動調査・分析を行ったほか、学識経験者等で構成する有識者座談 

会を開催し、新町橋通りの役割や価値などについて意見を伺った。（令和２年２月７日と 

３月に開催予定） 

○新ホール整備事業 

・新ホール整備にかかる民間事業者の選定に取り組んでいたが、整備事業対象地の使用に

関する協議が整わず、選定した事業者との契約締結に至らなかった。 
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⑨ 鳥獣害対策の推進（２市６町１村） 

事 業 名 鳥獣害対策推進事業 

連携市町村 
徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村・石井町・神山町・板野町・ 

上板町 

取 組 内 容 
圏域内の市町村、地区猟友会、農協など関係団体での情報共有を図るとともに、

圏域内市町村が連携して広域的に鳥獣害対策を推進する。 

成 果 指 標 

鳥獣侵入防止柵の設置延長（H28～R2 累計） 

当初値(平成 27 年度) － 目標値(令和 2 年度) 30,000ｍ 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

18,617m 20,617m 24,847m 29,834m  

進 捗 状 況 目標値に向けて順調に取り組めている。 
進捗評価 

Ａ 

今後の方向性 
引き続き、侵入防止柵の設置について、効率的な設置に向けた情報収集や、集落

での説明会等を開催し、地域で一体となった鳥獣被害対策を推進していく。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

〇圏域市町村との情報交換 

・12 月に東部地域鳥獣被害対策連絡協議会（県が開催）において、近隣市町村との事例研

究を行い、被害対策の現状についての情報交換を行った。 

・県でモニタリングしているニホンザルの動向調査をもとに、効率的な捕獲の実施につい

て、徳島市及び佐那河内村、神山町で構成する SKT 群連絡会で情報交換を行った。 
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■ 環境衛生 

⑩ 公共施設の広域利用（２市２町１村） 

事 業 名 火葬場整備・利用促進事業 

連携市町村 徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村 

取 組 内 容 

圏域内（小松島市）において、火葬場を整備する。 

運営に当たっては、広域利用の促進及びその周知を行い、住民の快適で衛生的な

生活環境の確保を図る。 

成 果 指 標 

連携市町村住民利用件数（年間） 

当初値(平成 27 年度) （供用前） 目標値(令和 2 年度) 700 件 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

（供用前） ５１４件  645 件 650 件       

進 捗 状 況 
火葬場施設の備品等を設置したことにより、利用者の利便性が向上した

ほか、圏域住民の利用も増えており、概ね順調に取り組めている。 

進捗評価 

B            

今後の方向性 
施設の適正な管理運営に努めるとともに、引き続き広報媒体等により周知を行い、

圏域住民の衛生的な生活環境の確保を図っていく。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○火葬場整備・利用促進事業 

・告別室への手荷物置きの設置、待合室への湯沸かしポット等の設置による利便性向上。 

・消毒液の設置による衛生管理。 

・観葉植物の配置による景観の整備。 
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■ その他 

⑪ 環境保全活動の推進（１市８町） 

事 業 名 地球温暖化対策推進事業 

連携市町村 徳島市・勝浦町・上勝町・石井町・松茂町・北島町・藍住町・板野町・上板町 

取 組 内 容 
圏域内市町村が連携して地球温暖化対策に取り組むことにより、圏域内の住民、

事業者、行政が行う温暖化防止活動の取り組み拡大を図る。 

成 果 指 標 

こどもエコチャレンジノート配布部数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 461 部 目標値(令和 2 年度) 1,000 部 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

300 部 530 部  620 部  580 部       

進 捗 状 況 
連携市町村において環境学習を実施する機会が減少してきていること

から、実績が横ばいの状況が続いている。 

進捗評価 

B 

今後の方向性 
一人でも多くの住民に環境負荷を減らす意識を持ってもらえるよう、取組内容を

見直しながら、事業を推進する。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○ノーマイカーデー、ライトダウンの実施 

・各市町において、職員に対してマイカー通勤を控えるよう呼びかけるとともに、ノー残業

デーの一斉消灯や、不要な照明の消灯に努めた。 

 [実施自治体] 徳島市､勝浦町､上勝町､石井町､松茂町､北島町､藍住町､板野町､上板町 

 

○環境学習の実施 

・「こどもエコチャレンジノート」を活用し、各市町の小学校等において環境学習を実施した。 

 [実施自治体] 徳島市、松茂町、上板町 

 

○エコアクション２１の認証取得支援 

・エコアクション２１の説明会や広報を実施し、普及促進に努めた。 

[実施自治体] 徳島市､勝浦町､上勝町､石井町､松茂町､北島町､藍住町､板野町､上板町 
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⑵ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

■ 道路等の交通インフラの整備 

⑫ 圏域内外を結ぶ道路網の整備促進等の連携（全市町村） 

事 業 名 圏域道路網整備促進等事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 
圏域市町村が連携して、圏域内外を結ぶ主要幹線道路等の国・県への共同要望や

市町村界に係る市町村道路改良の情報交換を実施する。 

成 果 指 標 

情報交換回数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 1 回 目標値(令和 2 年度) 1 回 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

1 回 1 回    1 回 1 回       

進 捗 状 況 計画していた情報交換を実施し、成果指標の目標を達成できている。 

進捗評価 

Ａ            

今後の方向性 引き続き情報交換等を実施し、各市町村の連携を図る。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○道路整備促進のための要望活動 

・圏域内外を結ぶ主要幹線道路の早期整備促進のため、各市町村が連携して要望活動を 

行った。 

○市町村界に係る道路整備推進のための情報交換 

・担当者部会での情報交換を実施。（令和２年３月予定） 
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■ 地域内外の住民との交流・移住促進 

  ⑬ 文化・スポーツ交流の推進（２市５町） 

事 業 名 ニュースポーツ用品の相互利用事業 

連携市町村 徳島市・小松島市・上勝町・松茂町・北島町・藍住町・板野町 

取 組 内 容 
圏域内でのニュースポーツの普及・活動支援のため、圏域内の市町でニュースポー

ツ用品の相互利用を図る。 

成 果 指 標 

相互利用回数（年間） 

当初値(平成 27 年度) （未実施） 目標値(令和 2 年度) 5 回 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ3０ R1（見込） R2 

（未実施） 2 回    ２回 2 回       

参加者数（年間） 

当初値(平成 27 年度) （未実施） 目標値(令和 2 年度) 200 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

（未実施） 80 人   ８0 人 80 人       

進 捗 状 況 
用具・備品の相互利用を２回実施したが、利用回数及び参加者の増加に

は至っていない。 

進捗評価 

Ｂ            

今後の方向性 連携自治体とニュースポーツの普及について、方向性を確認し、事業拡大を図る。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○ニュースポーツ用具・備品の相互利用事業 

・徳島市が所有するカローリングの用具を上勝町（６月）、北島町（１２月）に貸出を 

行った。 

 

 

  



- 16 - 

⑭ 就農支援体制の連携強化（２市７町１村） 

事 業 名 就農支援体制連携強化事業 

連携市町村 
徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村・石井町・神山町・藍住町・ 

板野町・上板町 

取 組 内 容 

圏域内外の就農希望者や意欲ある農業者に対し、農地活用情報・耕作放棄地をデー

タ化し、情報発信するとともに、耕作放棄地再生利用対策の取り組み状況の周知

や新規就農希望者に対して農業体験事業を共同実施する。 

成 果 指 標 

経営力向上支援事業参加者数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 51 人 目標値(令和 2 年度) 50 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

50 人 33 人  １０５人 100 人  

進 捗 状 況 今年度も目標値を達成しており、順調に取り組めている。 

進捗評価 

A            

今後の方向性 今後も県の講習会等を活用するとともに、若手農業者の自主的活動を支援する。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○新規就農者経営力向上支援事業 

・定年退職者等を含む新規就農者の育成のため、徳島県が開催する講習会を活用し、栽培

技術の向上や経営安定化を図り、地域農業の担い手として定着できるよう努めた。  

・若手農業者には、青年農業者や関係機関と連携し、生産・経営等の技術習得ための、人

材ネットワークの拡大等を支援した。 

 

○石井町藤の里いきがい農園事業 

  ・石井町藤の里いきがい農園として遊休農地を活用し、住民に農作業の場を提供した。 
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⑮ 移住・長期滞在の推進（２市３町１村） 

事 業 名 移住・長期滞在推進事業 

連携市町村 徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村・神山町 

取 組 内 容 

中心市が持つ都市機能の魅力と、近隣市町村が持つ環境や地域コミュニティなど

の農山地の魅力を活用した情報発信方法の研究を行い、徳島県、とくしまふるさ

と回帰推進協議会及び観光関係団体等と連携して、移住及び長期滞在地としての

魅力を都市圏に向け情報発信する。 

成 果 指 標 

移住者数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 54 人 目標値(令和 2 年度) 164 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

127 人 131 人 281 人 123 人       

進 捗 状 況 

移住促進については、県等の関係機関と連携して取り組んでおり、移住

者数も目標値達成に向け、順調に取り組めている。※ 実績の R1(見込)

は 4～9 月の集計値 

進捗評価 

Ａ 

今後の方向性 
移住希望者の知りたい居住・しごと等の情報を提供することで、移住を促進し、

定住人口の増加を図る。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○関係団体との連携 

 ・県及びふるさと回帰推進協議会等との連携により、情報発信を行った。 

 

○移住支援金支給事業 

・連携市町村において、東京圏からのＵＩＪターン促進及び地方の担い手不足対策を目的に、

各市町村への移住者に対して、移住に要する費用を支給する移住支援金支給事業を開始し

た。 

 

○連携市町村による移住・長期滞在推進事業 

・徳島市 

◇「徳島市移住交流支援センター」を開設するとともに、移住希望者向けのパンフレッ

トを作成し、移住フェアへの出展などを通して、情報発信を行った。 

・神山町 

◇「神山町移住交流センター」を運営し、移住支援のノウハウ、町内外に広がるネット

ワークを活かし、ワンストップサ－ビスによる、きめ細やかなサービスを提供した。 

◇空き家情報データベースの活用した移住者向け住宅情報の提供を行った。 

・勝浦町 

◇移住希望者に対して、空家バンクの利用者登録や「トライアルハウス坂本家」の利用

を促した。 

◇移住フェア等に出展し、PR を行った。 
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■ その他 

⑯ 情報システムの共同研究（１市６町） 

事 業 名 情報システム共同研究事業 

連携市町村 徳島市・上勝町・松茂町・北島町・藍住町・板野町・上板町 

取 組 内 容 

圏域内市町村が連携して情報システムに関する課題や問題点などについて情報交

換し、対応策について協議するとともに、今後の自治体クラウド導入に対しての

メリット・デメリット、各業務におけるその有効性等についての情報交換や研究

を行う。 

成 果 指 標 

情報交換回数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 2 回 目標値(令和 2 年度) 2 回 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

1 回 2 回 2 回 2 回  

進 捗 状 況 成果指標も達成しており、順調に取り組めている。 
進捗評価 

Ａ 

今後の方向性 

情報セキュリティ強化対策についての情報共有を継続するとともに、自治体クラ

ウドや RPA（ロボットによる業務自動化）、AI などの ICT 技術導入後のコストや

効果等についても情報共有を推進する。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○RPA、AI 等の最新技術やマイナンバーカードの利活用に係る研修を 9 月に実施した。 

 

○自治体クラウド導入に関してのメリット・デメリットやセキュリティ、各業務における有効

性などについて情報交換を実施。（令和２年 2 月予定） 
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⑶ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 

■ 宣言中心市等における人材の育成 

  ⑰ 圏域内市町村職員の人材育成（全市町村） 

事 業 名 圏域内市町村職員人材育成事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 
圏域自治体職員の意識改革と資質の向上を図るため、圏域内市町村が連携して合

同研修会を開催する。 

成 果 指 標 

研修会開催回数（年間） 

当初値(平成 27 年度) ２回 目標値(令和 2 年度) ２回 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

3 回 3 回 2 回 2 回  

進 捗 状 況 

成果指標の目標を達成できている。また、研修後アンケートから、研修

会のテーマについて約９割が満足しており、圏域自治体職員の意識改革

と資質向上を図ることができている。 

進捗評価 

Ａ 

今後の方向性 
多様な行政課題を効果的・効率的に処理できる職員力の強化に向け、随時、研修

の内容等を検証し、計画的な人材育成に取り組む。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○「意識改革講座Ⅱ」実施（7 月 9 日実施、徳島市役所 13 階大会議室） 

  講師 一般社団法人日本経営協会 講師 西嶋 衞司 氏 

   内容 人が育つ、活気がある職場マネジメントのコツ  

  ［参加者］１２５人（うち周辺市町村３人） 

○「防災対策講演会」実施（1０月３１日、徳島市役所 13 階大会議室） 

  講師 浅田法律事務所 弁護士 堀井 秀知 氏 

  内容 防災対策講演会 

   ［参加者］７７人（うち周辺市町村１１人） 
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■ 宣言中心市等における外部からの行政及び民間人材の確保 

⑱ 外部からの人材の確保（全市町村） 

事 業 名 外部人材共同招へい事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 

専門的な知識や経験、実績、新しい発想などに優れた外部の人材を共同招へいし

て活用することにより、地域資源の発掘、新たな産業振興や人材育成など、各連

携分野で専門的見地から助言や支援を求め、圏域の活性化を図る。 

成 果 指 標 

外部人材活用件数（H28～R2 累計） 

当初値(平成 27 年度) － 目標値(令和 2 年度) ２件 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

０件 ０件    ０件 0 件       

進 捗 状 況 
連携市町村において外部人材の活用を検討したが、活用には至らなかっ

た。 

進捗評価 

Ｃ            

今後の方向性 
他の圏域における先進事例を積極的に調査・研究し、新たな活用の検討及び実施

を図る。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○連携市町村において圏域の活性化を図るため、外部人材の活用の検討を行った。 
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■ その他 

⑲ 圏域内市町村の行政運営機能の強化（全市町村） 

事 業 名 行政運営に関する研究会開催事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 

連携市町村で「行政運営に関する研究会」を開催し、自治体をマネジメントして

いく上で共通課題として重要度の高いテーマを研究することにより、自治体運営

機能の強化及び圏域自治体間の連携強化を図る。 

成 果 指 標 

研究会開催回数（年間） 

当初値(平成 27 年度) ２回 目標値(令和 2 年度) 3 回 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

2 回 2 回    ２回 1 回       

研究会参加自治体数（１回当たり） 

当初値(平成 27 年度) 11 市町村 目標値(令和 2 年度) 12 市町村 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

10 市町村 10 市町村 10 市町村 12 市町村       

進 捗 状 況 
開催回数については前年度より少ない状況であるが、参加自治体数に関

しては、目標値を達成できる見込みである。 

進捗評価 

Ｂ 

今後の方向性 
圏域自治体及び担当課と連携して研究会を開催し、圏域自治体間の情報の共有化、

運営機能の強化やネットワーク構築・連携強化を図る。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○人材育成及び地方自治体をマネジメントしていく上で、共通課題として重要度の高いものを

テーマにし、新たな課題の解決や制度への対応に向けて、圏域自治体及び担当課と連携して

研究会を開催する。（令和 2 年 2 月開催予定） 
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 ⑳ 地域づくり活動の育成・支援（全市町村） 

事 業 名 地域づくり活動団体等育成・支援事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 

徳島市市民活力開発センターが圏域全体で助言・相談等を行い、地域の人と地域

づくり活動に関わった人との交流を促進する。また、各地域での協働事業の創出

を支援するとともに、意欲的な市町村に対し重点的な支援を行う。 

成 果 指 標 

地域づくり活動の参加者数（年間） 

当初値(平成 27 年度) 487 人 目標値(令和 2 年度) 1,000 人 

実績(年度) 
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1（見込） R2 

919 人 486 人  411 人 703 人       

進 捗 状 況 

クリスマスイブにプレゼントを届ける事業は好評で、安定した参加者を

維持している。また、「北島ひょうたん夏祭りのごみ分別ブースの設置」

など、新しい事業もあり、参加者は前年度より増加した。 

進捗評価 

Ｂ            

今後の方向性 
好評な事業を継続するとともに、支援ニーズの把握に努め、意欲的な市町村に対

し重点的に支援を行う。 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○徳島市市民活力開発センターの取組 

・圏域の市町村担当者個別にヒアリングを行い、支援ニーズの把握に努めた。 

・貸会議室や貸出機材の利用、情報提供や広報支援など、センター機能の広域利用を図った。 

  ・地域づくり活動団体の育成及び支援 

◇県内大学生などと協働して取り組む、「サンタがおうちにやってくる！」を実施した。幼

児～小学生くらいの子どものいる家庭から事前にクリスマスプレゼントを預かり、サン

タに扮装した大学生ボランティアがクリスマスイブに届けに行った。 

[参加者数] 308 人 

  ◇藍住町の「あいずみスマイリーマルシェ」実行委員会から、子どもが遊べる場所が少な

いとの相談があり、四国大学フレンドリーキッズクラブをマッチングした。両者で話し

合い、フレンドリーキッズクラブが子ども向けの遊び場やもの作りを担った。 

   [参加者数] 100 人 

  ◇「北島ひょうたん夏祭りにおけるごみ分別ブースの設置」を実施した。徳島北高校から、

阿波おどりの際に設置している分別ブースを北島ひょうたん夏祭りに行いたいので、学

生が親しみやすい団体とマッチングを希望するという内容の相談があったため、年代の

近い NPO 法人グリーンバードをマッチングした。 
   [参加者数]２９５人 
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○ 圏域住民への普及啓発等（全市町村） 

事 業 名 定住自立圏構想ＰＲ事業 

連携市町村 全市町村 

取 組 内 容 

徳島東部地域定住自立圏共生ビジョンの推進にあたり、圏域市町村の住民等に

対して、連携事業の取組状況や成果について計画的な広報活動を行う。 

（形成協定に規定していないが、包括財政措置の対象経費として認められる取

り組みである。） 

【令和元年度の取組実績（見込）】  

○定住自立圏構想推進事業               

・各市町村のホームページを通じ、取組状況などを周知した。 

・徳島東部地域定住自立圏ＰＲ動画を圏域市町村のホームページで配信している。 

 

 


